
【TEL】03-3663-5233 【mail】info@jcha-n.jp https://jcha-n.jp
〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町1-1-11 【受付時間】 平日10：00～17：00

一般社団法人日本コンファレンスホテル協会

迅速で簡単
所要時間
15分

新型コロナウイルス
SARS-CoV-2

抗体検査試薬キット

従業員やその家族、取引先や生徒など
多くの関係者の健康を守るための新しい福利厚生サービス

多数の
臨床検査
実施済

継続できる
コスト

パフォーマンス

企業団体向けの研修関連サービスや福利厚生サービスを提供しています。



Point1 所要時間15分の迅速検査を実現！
血液中の新型コロナウイルス（IgM,IgG）2抗体を同時に迅速に検出します。
操作手順は3ステップ。①検体の添加 ②検体希釈液の添加 ③15分程度静置
ラインの有無を目視で確認することで結果を簡単に判定できます。

2週間ごとの継続検査を推奨

アルコールパッド2枚

検査スティック1個

スポイト1個

希釈液1本

無菌採血針1本

すべて使い捨て

新型コロナウイルス抗体検査とは、これまでに
・新型コロナウイルスに感染した事があるか（抗体が体内にあるか）

・今なお新型コロナウイルスに感染してるかどうか

大まかにこの２点を、極少量の血液を採取し
IgM抗体IgG抗体という2種類の抗体の有無を調べます。
※PCR検査ではありません。
※新型コロナウイルス感染症の確定診断ではありません。

Point2 臨床検査実施済み

Point3 必要な試薬はすべてキットに同包

IgM抗体検査用キットとIgG抗体検査キットを合わせて約1000の臨床検査を実施しており
検査制度の高さが確認されています。

検査に使う検体希釈液、スポイト、検査スティック等は全てキットに含まれており
すぐに検査を実施することができます。

抗体検査試薬キットの内容（1人分）

産業医またはご自身がこのキットを用いることができます



抗体検査キットの安全性について

検査の手順（約15分）

内部のパッケージを取り出し、室温で
30分放置します。本体パッケージ・アル
コールパッド、希釈液が各20セット分、
1箱に収容されています。

採血前に、左手の薬指を少しマッサージ
し、アルコールパッドで拭いたら、薬指の
腹側に無菌採血針を深さ2～3㎜刺し、すぐ
に抜きます。（血液を米粒ぐらいまで絞る）

スポイトで吸血し、採取した血液を検査
スティックに注入したあと、2～3滴の
希釈液をたらします。

室温で10～15分、平らな面に置いて
結果を待ちます。

もう1枚のアルコールパッドで傷口を
押して出血を止めます。

すべての廃棄物はまとめて処理してくだ
さい。（医療廃棄物として廃棄）

検査結果

陽性 陰性 無効

※検査は産業医またはご自身で行います。
他人の検査をすることはできません。

初期感染 既往感染

※検査結果が陰性であったとしても、新型コロナウイルスの感染を完全に否定するものではありませんのでご注意下さい。
※新型コロナウイルス感染症の確定診断ではありません。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

独立行政法人
による試薬の整合性報告書

医療機器CE認可証 FDA認可証アメリカ食品医薬品局

https://www.accessdata.fda.gov/scripts/
cdrh/cfdocs/cfRL/rl.cfm?lid=660547&lpcd=QKO

初期感染



【お問合わせ】 一般社団法人日本コンファレンスホテル協会 【TEL】03-3663-5233 https://jcha-n.jp/

企業、ホテル、研修センター、学校、大学、予備校
塾、病院、寮、介護施設、オフィス、役所、受付
レストラン、イベント会場、コンビニ、スーパー
レジャー施設、百貨店、銀行、スポーツクラブなど

【導入例】

品名 ：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
抗体IgG/IgM検査キット

保管期間：12か月
保管条件：２～30℃
製造元 ：Shanghai LiangRun Biomedicine 

Technology Co.,Ltd

【販売単位】 10箱（200回分）
※会員価格￥600,000 消費税/運賃別

製品概要

1箱 20回分（1回あたり ￥3,000）

※通常、納品に10日間前後かかります。

【デモンストレーション動画】 https://youtu.be/hK8YiLTlFYw

2週間ごとの継続した検査で健康管理に役立つ新しい福利厚生サービス

【ご参考】
厚生労働省でも、国内の抗体保有状況の把握のため、東京都、大阪府、宮城県の３都府県について、それぞれ一般住民約
3,000名（合計約1,000名）を性・年齢区分別に無作為抽出し、６月第一週に血液検査を実施いたしました。その結果、
各自治体における抗体保有率が判明しました。 【厚労省HPより https://www.mhlw.go.jp/content/000640287.pdf】

「社員や家族、お客様に安心を」 抗体検査の広がり

最近、新型コロナウイルスの感染歴を確認する抗体検査を
社員に受けさせる企業が増えています。
企業による検査の狙いは、「従業員の安心」を通じた出口戦略
の模索にあります。

【導入例】
・大手フィットネスグループのトレーナー全員
・大手通信会社とそのグループ会社全体の全社員と家族
・大手ゼネコン会社の希望社員やその家族
・大手システム会社の役員や基幹社員 等

民間企業が自主的に進める背景には、事業活動の再開に
向けて、「従業員の安心につながる」と判断した経緯があります。

現状、PCR検査、抗原検査は医療機関でしか受けることができませんが
抗体検査は、安全でスピード感のある検査、かつ、継続しやすいコストパフォーマンスで
産業医やご自身により検査をすることができます。

※ご購入の際は産業医の委任状が必要になります。（産業医が選任されていない場合はご相談ください）


